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礫浜性マメアカイソガニ（モクズガニ科）の能登半島と 
九州沿岸からの記録

The record of the pebble-shore crab Cyclograpsus pumilio Hangai & Fukui, 2009 (Brachyura, 
Varunidae) from the coasts of the Noto Peninsula and Kyushu, Japan

中岡由起子 1・和田恵次 2

Yukiko Nakaoka and Keiji Wada

Abstract: The pebble-shore crab Cyclograpsus pumilio 

Hangai & Fukui, 2009 (Varunidae) was recorded newly from 

the Noto Peninsula, western and southern Kyushu and Tane-

ga-shima Is., extending the distribution of this species north-

erly on the coast of the Sea of Japan and southerly on the Pa-

cific coast. The recorded sites were the high tide level of the 

pebble shore, with stranded seaweeds, which is similar to the 

previous report on the habitat condition.

はじめに

マメアカイソガニCyclograpsus pumilio Hangai & 

Fukui, 2009は，礫浜海岸の高潮域に生息する（中

岡・和田，2014）モズクガニ科アカイソガニ属の日

本固有種である．本種は，和歌山県白浜町の海岸か

らアカイソガニ属の未記載種として生活史が研究さ

れ (Fukui, 1988)，その後2009年に新種として記載さ

れた (Hangai et al., 2009)．記載当初は，本種の記録

は和歌山県白浜町と和歌山市加太の海岸に限られて

いたが，その後，複数の研究者らにより国内各地で

生息確認が進んでおり，現在ではかなり広範囲で分

布することがわかっている．即ち，太平洋側沿岸で

は千葉県から鹿児島県まで (Fukui, 1988; Hangai et 

al., 2009; 締次，2013；和田，2012； 中岡・和田，

2014； 山下ら，2020a, 2020b），日本海側では福井県

から長崎県まで（桑原；2014, 中岡・和田；2014；

小山ら，2018），そして瀬戸内海沿岸から（岡野・

和田，2020），本種が報告されている．筆者らはさ

らに調査領域を拡げ，九州地方においては鹿児島

県，宮崎県，大分県，熊本県，また北陸地方では石

川県で本種の生息を確認できた．本報告は，これら

の地域での本種の多さと環境特性（レベル，礫サイ

ズ，打ち上げ海藻の有無など）をまとめたものであ

る．

材料と方法

2015年1月から2018年9月に複数の海域でマメア

カイソガニの生息調査を行った．調査海域は鹿児島

県南さつま市から枕崎市までの7 ヶ所（2015年1月，

同年5月），熊本県天草市の下島の14 ヶ所（2015年

3月，同年5月），鹿児島県種子島の11 ヶ所（2015

年11月），宮崎県延岡市から大分県臼杵市までの

16 ヶ所（2018年9月），石川県志賀町から富山県，

新潟県にかけての17 ヶ所（2018年5月，同年6月，

同年7月）である（Figs. 1, 3, 5, 6）．調査方法は礫浜

の満潮線付近の礫層3～6 ヶ所を深さ約10～20 cm

まで約10回掘り起こし，マメアカイソガニの有無

を調べた．生息が確認できた場合は，確認頻度の多
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さを4段階（＋＋＋：10回の掘り起し中5回以上で

本種確認，＋＋：10回の掘り起し中2～4回で本種

確認，＋：10回の掘り起し中1回で本種確認，－：

10回の掘り返し中本種確認せず）で記録し，礫浜

環境を潮汐レベル，礫形，礫サイズ（最大の礫と最

小の礫の長径），漂着堆積物の種類を記録した．各

地点での調査時間は30分から1時間までで，採取個

体は生きたまま持ち帰り，冷蔵保存したのちに

75％エタノール水溶液で固定，実体顕微鏡で種の同

定を行った．種の同定はHangai et al.（2009）に従

い，本種の特徴である第1～3歩脚の前節後縁に短

毛が多くみられる点，尾節基部が第6腹節側に突出

している点，甲面前部にややふくらみがある点，眼

窩下縁の顆粒が途切れることなく並ぶ点などを基に

行った．採取した標本の一部は大阪市立自然史博物

館に保管登録（OMNH）した（Table 1）．

結　果

熊本県沿岸

調査された熊本県天草市の海岸14か所のうちの

3 ヶ所でマメアカイソガニが確認できた (Fig. 1)．記

録された地点の環境は，径5 cm未満の丸礫が主体

の高潮帯で，いずれの地点にも打ち上げ海藻が多

かった (Table 2, Fig. 2)．なお2地点で抱卵雌が多数

見つかった (Table 2)．

鹿児島県沿岸

調査された指宿市から南さつま市までの海岸7 ヶ

所のうち，1 ヶ所でマメアカイソガニを確認した 

(Fig. 3)．また種子島の調査地11 ヶ所のうち，1 ヶ

所でマメアカイソガニを確認した (Figs. 3, 4)．記録

された2地点の確認個体数は少なく，その環境は，

径5 cm未満の丸礫を主体とした高潮帯で，打ち上

げ海藻はないが，木くずの堆積が見られた (Table 

3)．なお抱卵雌は1地点で確認された (Table 3)．

宮崎県・大分県沿岸

宮崎県延岡市から大分県臼杵市までの調査地

16 ヶ所のうち，11 ヶ所でマメアカイソガニを確認

した (Fig. 5)．記録地点の環境は，ほとんどの所が

径5 cm未満の丸礫を主体にした高潮帯で，1 ヶ所以

外全ての地点で打ち上げ海藻が見られた (Table 4)．

海藻の見られなかった地点では流木やゴミの堆積が

見られ，抱卵雌は10地点で確認された (Table 4)．

石川県・富山県・新潟県沿岸

石川県志賀町から新潟県糸魚川市までの調査地点

17 ヶ所のうち，石川県能登半島沿岸の2か所でマメ

アカイソガニを確認した (Figs. 6, 7)．石川県の記録

地点の環境は，径5 cm未満の丸礫を主体にした潮

Table 1.　 Specimens deposited in Osaka Museum of 
Natural History. Station numbers correspond 
to those in Tables 2–5.

Station Registered No. Number of specimens

Kumamoto
　　 3 OMNH-Ar-12181 2 males and 2 females
　　 6 OMNH-Ar-12182 1 male and 2 females
　　14 OMNH-Ar-12183 2 males and 2 females
Kagoshima
　　 6 OMNH-Ar-12184 2 males and 3 females
　　 8 OMNH-Ar-12185 1 male and 1 female
Miyazaki and Oita
　　 1 OMNH-Ar-12186 1 male and 4 females
　　 5 OMNH-Ar-12187 2 males and 3 females
　　12 OMNH-Ar-12188 3 males and 3 females
Ishikawa
　　 5 OMNH-Ar-12189 2 males and 3 females
　　 8 OMNH-Ar-12190 1 female

Fig. 1. Locations of the survey stations (1–14) in 
Amakusa, Kumamoto Prefecture. Circled 
numbers indicate the stations where 
Cyclograpsus pumilio was found．
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Fig. 2.　Scenery of St. 3 (left) and pebbles where Cyclograpsus pumilio occurred (right) in Kumamoto Prefecture．

Fig. 3. Locations of the survey stations (1–7) on the coast of the Satsuma Peninsula (left) and those (8–18) on the coast of 
Tanegashima Is. in Kagoshima Prefecture. Circled numbers indicate the stations where Cyclograpsus pumilio was 
found．

Fig. 4.　A female specimen of Cyclograpsus pumilio collected at St.8 in Tanegashima Is．
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上帯（大潮最大満潮線よりさらに30 cmほど上位）

で，打ち上げ海藻が見られた (Table 5)．抱卵雌は

1地点から記録された (Table 5).

考　察

地理的分布

今回の調査結果からマメアカイソガニの地理的分

布は南北両方向に拡大することになった．即ち，日

本海沿岸ではこれまでの北限地であった福井県（中

岡・和田，2014）を越え，石川県能登半島沿岸まで

伸びた．一方太平洋側では鹿児島県薩摩半島が南限

であった（山下ら，2020b）が，九州では大分県・宮

崎県・熊本県が新たな産地となり，薩摩半島からさ

らに南方の種子島にまで拡がった．ただしこれだけ

分布域が拡がっても，日本産の他の潮間帯性のカニ

類に比べてその分布範囲は狭い．例えば同属のアカ

イソガニCyclograpsus intermediusは同じような転石

海岸の高潮部に住むが，日本沿岸からは北海道から

沖縄諸島までの広い範囲に分布する（和田，1995）．

その理由については，今後，生息場所の特異性や幼

生の分散能力の面から検討する必要があろう．

Fig. 6. Locations of the survey stations (1–17) in 
Ishikawa, Toyama and Niigata Prefectures. 
Circled numbers indicate the stations where 
Cyclograpsus pumilio was found．

Fig. 7.　A female specimen of Cyclograpsus pumilio collected at St.5 in Ishikawa Prefecture．

Fig. 5. Locations of the survey stations (1–16) in 
Miyazaki Prefecture and Oita Prefecture. 
Circled numbers indicated the stations where 
Cyclograpsus pumilio was found．
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礫浜性マメアカイソガニ（モクズガニ科）の能登半島と九州沿岸からの記録

抱卵雌が記録されたのは5月（熊本県，鹿児島県，

石川県）と9月（宮崎県，大分県）であった．本種

個体群の経月調査より明らかになっている抱卵雌出

現期間は，和歌山県白浜で6～9月 (Fukui, 1988)，静

岡県焼津で6～8月・10月（土井，私信）である．

また本種の採集記録で抱卵雌が見られるのは，北九

州沿岸で5月（小山ら，2018），神奈川県で4月（山

下ら，2020a），静岡県伊豆半島沿岸で5月（山下ら，

2020a）である．これらの情報からみて，九州沿

岸・石川県・神奈川県・静岡県伊豆半島沿岸では，

和歌山県や静岡県焼津付近に比べて約1 ヶ月早く抱

卵が始まっていることが窺える．本種の繁殖期に

は，このような地域変異が存在していることが示唆

される．

生息環境

今回の調査でマメアカイソガニが記録された地点

の環境は，既往の報告（中岡・和田，2014; 小山ら，

2018）と基本的には同じであった．即ち，径5 cm未

満の丸礫が堆積した高潮部から潮上帯で，多くの地

点で打ち上げ海藻が見られた．本種は中潮帯付近に

移植されると生存率が下がることが明らかになって

おり（中岡・和田，2017），高潮帯から潮上帯まで

の礫環境の存在は本種の生息にとって極めて重要で

あるとみられる．加えて本種が餌にしている打ち上

げ海藻（中岡・和田，2014）が堆積しているのもこ

のレベルであることも，本種の高潮帯から潮上帯に

かけての分布特性に関わっているだろう．今回の記

録地の中に打ち上げ海藻が見られなかったところが

何地点かあったが，そこでは流木や木くずの堆積が

見られており，このような植物体が海藻に代わる本

種の餌になっている可能性がある．山下ら（2020b）

でも，鹿児島県の本種記録地に打ち上げ海藻がなく

とも，落ち葉等の堆積が見られたことから陸上植物

の破片を餌にしていることが示唆されている．

生息環境の保全

本種の生息が確認できた熊本県天草市の礫浜 

(St.3, St.6) は，2015年調査の後に再調査（2018年11

月）を行ったが，本種を全く確認できなかった．こ

の再調査時には，当地の礫浜は，砂地露出部が拡大

し，礫層厚が減少している個所が見られた．この礫

浜環境の変化は人為的なものではなく波浪等による

もので，自然の力でも容易に環境が変化し生息個体

の減少に直結することが窺われた．もちろん，今回

の調査中でも護岸工事が進められていた礫浜を複数

確認した．マメアカイソガニの生息環境は，このよ

うに自然条件下でも破壊されやすいだけでなく，護

岸工事等の人為的改変も被りやすく，今後も生息域

が減少することが予想される．本種のような潮間帯

上縁部に固有の生物種の情報は，沿岸環境保全の指

標として，今後ますます重要になるものと考える．
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